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NDonaldBeliveauラ バ ル 大 学 教 授(加)の
短 期 招 請 に つ い て
経営学部教授 横 田 澄 司
ドナル ド ・ベ リボ ー教 授 は,カ ナ ダに お け る代 表 的 な マ ー ケ テ ィング学 者
として評 価 され て い る。1986年6月29日 に来 日され 同8月1日 に帰 国 さ れ
たが,そ の間,精 力的 に われ われ と充 実 した時 間 を共 に 過 され た。
ベ リボ ー教 授 は ,過 去3回 来 日され一1回 目は 在 日カ ナダ 大 使 館 か ら,2
回 目は 東 京 大 学経 済学 部 に よっ て,3回 目は 日本 貿 易 振 興 会k・よび 日本 生 産
性 本 部 共 催 の シン ポ ジ ウ ムに参 加 の た め とい うこ とで,日 本 に は 多 くの友 人,
知人 が お られ,日 本 での生 活 には 慣 れ て お られ る よ うに 見 受 け られ た。
ベ リボ ー教 授 の研 究 上 の ユ ニ ーク さは ,現 職 が ケベ ック 州 に あ る ラバ ル大
学 マ ー ケ テ ィン グ学 部 長 を して お られ る立場 と,ラ バ ル大 学 を卒 業 後 ,フ ラ
ンス のINSEAD(ヨ ー ・ ッパ経 営 大学 院)で 学 は れ ,さ らにUCLAで
学位 を取 得 され た とい う経 歴 に よっ て特 徴 づ け られ る。 つ ま り,ア メ リカ の
マ ーケ テ ィング が 「実 証 的」 か つ 「実用 的」 であ る側 面 と,同 時 に ケベ ック
州 に生 活 し,フ ラン ス で学 ばれ た 「独 自 の視 点 」 「独特 の論 理 」 に教 授 の業
績は 関 係 してい る よ うに 思 わ れ る。
カ ナ ダは.ア メ リカ と の経 済 関係 が 特 に緊 密 であ るが,同 時 に カナ ダは 日
本 に対 す る貿 易促 進 に強 い 関心 を寄 せ てい る。 なか で も カナ ダの1州 であ る
ケベ 。クは.カ ナ ダに お い て独 立 国 の よ うな存 在 を意 識 し,独 自の外 交,経
済政 策 を展 開 してい る フ ランス 語 圏 の 州 であ る ことは 周知 の と ころ であ る。
ラバ ル大 学 は,そ の ケペ 。ク 市 に所 在 し,カ ナ ダ で フ ランス 語使 用 の も っと
も歴 史 の古 い もっ と も伝 統 あ る総 合 大学 であ る。1985年 に は,「 学位 授 与
2000名計 画 を5カ 年 で達 成 しよう」 と,努 力 して いる大 学 として有 名 で,全
学 部 がそ の た めの具 体 的教 育 プ ログ ラム を立 案 し,優 秀 な学 生 をア メ リカか
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らも集 め てい る。
と ころ で今 回で 招請 で行 われ た プ レゼ ンテ ーン ・ンは3回 で,第1回 は.
「小規模 企 業の 国 際 化 戦略 を支 援 す る公 益 部 門の 役 割 」 と題 して,7月15
日(火)研 究棟 第1会 議 室 で行 わ れ た 。対 象 は,大 学 院 生 が 中心 で あ ったが,
他 大 学 か ら も参 加者が み られ た(40名)。 その 内 容 とす る と ころは,次 の と
お りであ る。
ケ ベ ック 市 では,フ ランス の影 響 が 強 く,家 内 工業 が発 達 して きた 中小 企
業が 数 多 くみ られ る。 これ ら企 業が 過 去 独 自 に積 極 的 に海外 での 貿易 活動 を
展 開 して きた が,そ れ な りに限 界が 指摘 さ れ る。 しか しケベ ・ク 州 とし て独
立 し た経 済 力 を獲 得 す る ため に は,た とえば ケ ベ ・ク市の よ うな 公共 機 関が
中心 とな って,ど の よ うな マ ー ケテ ィング活 動 を推進 す る こ とに よ り,こ れ
ら 中小 企 業 を支 援 す る こ とが 可能 で あるが,ベ リボ ー先 生 は 具体 的 な事 例 を
紹 介 しつ つ わが 国の 中小企 業 の 場合 と異 な り,若 干 の差異 が 指摘 され,興 味
深 く思 わ れた 。
第2回 は,「 カ ナ ダ ・ケ ベ ック州 に お け る私 企 業 の 国 際 化意 思決 定 プ ・セ
ス に関 す る実 証 的 研究 」 と題 し て,主 と して教 員 を対 象 に,7月28日(月)
研 究棟 第3会 議 室 で行 われ た。 参 加者 は18名 で あ った 。
ケベ ック州 に所 在 す る民 間 企 業の 場 合,過 去 に海 外 進 出 した り,外 国企 業
と の取 引 を す る場 合 に きわ め て主 観 的,観 念 的 に行 われ て きた とい う。 そ こ
で実 証 的 に デ ータ を収集 しそ の 結果 を い くつ かの ス テ 。ブ を経 て,最 終 決 定
に 至 る こ と が 好 ま しい と強 調 して い る。 つ ま り,ス テ ップの結 果 に よ り,
い くつ か の パ タ ー ンが あ り,も っと も好 ま しい状 態 に評 価 され た決 定 の場 合,
どの程 度 の規 模 の取 引 が許 容 さ れ るか,ま た リスク は ど うか,も っ と も好 ま
し くない 場 合 は,ど うい う評 価 の場 合 で,断 念 す べ き理 由が 明確 に され る。
ベ リボ ー教 授 の実 証 的研究 の結 果 か ら,一 つの 問題 提起 が 行 われ てい る。
第3回 目は,「 日本 一 カナ ダ(ケ ベ ック州)間 の貿 易活 性 化 に有 効 な市
場 分析 」 の テ ー マ で,7月30日(水),学 部先 生 を 中心 に 講 義 さ れ た 。72名
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の学 生 が 集 ま り盛況 で あ った。
この講 義 は,学 部学 生 対 象 とい うこ とで教授 は ス ラ イ ドを使 用 しつ つ,平
易 な英 語 で 行 われ た 。 また大 別 して,2つ の 観点 か ら二 国 間 の貿 易 活性 化 の
必 要 性 が 強 調 さ れ た。2点 とは,
(1)地理 的条 件 の観 点 か ら,決 し て遠 い 関 係 では ない こ とが 力 説 され た 。 ま
た貿 易 総額 が,徐 々に増 加 してい る現 状 と,日 本 が必 要 とす る ケ ベ 。ク州 の
豊 富 な天 然 資 源 に つ い て紹 介 され た。
(2}市場 分析 の基 準 に つい て説 明が 加 え られ,日 本,ケ ベ ック州相 方 に と っ
て,貿 易 の拡 大 化 が きわ め て有 益 で あ る こと,ま た産 業 発展 の た めに も両 国
に必 要 で ある ことが,具 体 例 を も って説 明 さ れ た 。
以 上,講 義 内容 の詳 細 につ い て は,国 際 交流 セ ンタ ーか ら刊 行 され る 「基
金事 業 招請 外 国人 研究 者 講 演 録 」 を参 照 さ れ た い 。
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